
主要活断層帯の評価結果主な海溝型地震の評価結果
活断層など陸域と海域の浅い地震（再来間隔が数千年オーダーの地震と、震源断層をあらかじめ特定しにくい地震の
うち、陸域と周辺海域の地震：カテゴリーⅢ）の長期評価結果の概要を示します。

今後30年以内の地震の発生確率を比較すると……
※地震の発生確率は、2010年１月１日時点の評価値

宮城県沖地震
99％

想定東海地震
87％：参考値

東南海地震
60％～70％

南海地震
60％程度

海溝型地震のうち、震源断層を特定できる地震（震源断層をあらかじめ特定でき、再来間隔が数百年オーダーの地
震：カテゴリーⅠ）、震源断層を特定しにくい地震（震源断層をあらかじめ特定しにくい地震のうち、プレート間地震
とプレート内地震：カテゴリーⅡ）の長期評価結果の概要を示します。

神縄・国府津－松田断層帯
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糸魚川－静岡構造線断層帯
14％：牛伏寺断層を含む区間

三浦半島断層群主部
6％～11％：武山断層帯

養老－桑名－四日市断層帯
ほぼ0％～0.7％

鈴鹿東縁断層帯
ほぼ0％～0.07％

立川断層帯
0.5％～2％

花折断層帯中南部
ほぼ0％～0.6％

有馬－高槻断層帯
ほぼ0％～0.03％

※Mt：津波の高さから求める地震の規模
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凡例： 海域の名称

３０年以内に地震が
起こる確率

地震規模（マグニチュード）

三陸沖北部
M８.０前後　０.３％～１０％

三陸沖から房総沖の海溝寄り
津波地震
Mt８.２前後※　２０％程度　
（特定海域では６％程度）
正断層型
M８.２前後　４％～７％
（特定海域では１％～２％）

宮城県沖地震
M７.５前後　９９％
三陸沖南部海溝寄りの領域と同時発生の場合
M８.０前後

三陸沖北部

M８.０前後　０.３％～１０％

M７.１～M７.６　９０％程度　

福島県沖
M７.４前後　
７％程度以下

茨城県沖
M６.７～M７.２

９０％程度以上

日向灘のプレート間地震
M７.６前後　１０％程度

根室沖
M７.９程度　４０％
十勝沖と同時発生の場合
M８.３程度

南海地震
M８.４前後

　６０％
東南海地震と同時発生の場合

M８.５前後

東南海地震　

M８.１前後
６０％～７０％
南海地震と同時発生の場合
M８.５前後

相模トラフ沿い
（大正型関東地震）
M７.９程度　ほぼ０％～１％

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震
M６.７～M７.４　４０％程度

M８.１前後　　
択捉島沖

十勝沖
M８.１前後　
０.２％～２％
根室沖と同時発生の場合
M８.３程度

平成15年（2003年）
十勝沖地震
M８.０　

６０％程度※
※発生直前における確率。

この地震は、地震調査
研究推進本部が地震発
生可能性の長期評価に
おいて、想定していた
地震が実際に発生した
最初のケースです。

確率は２０１０年１月１日起点
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西
諸
島
海
溝

日本海東縁

想定東海地震　

（参考値）
M８.０程度８７％

程度

程度　 ６０％ 程度　
（Mw８.５前後）

M７.８前後　
色丹島沖

５０％ 程度　
（Mw８.２前後）

沖縄

三浦半島断層群
主部：武山断層帯
M６.６程度もしくはそれ以上 ６％～１１％
主部：衣笠・北武断層帯
M６.７程度もしくはそれ以上 ほぼ０％～３％

琵琶湖西岸断層帯

M７.１程度 １％～３％

櫛形山脈断層帯
M６.８程度 ０.３％～５％

阿寺断層帯
主部：北部

北部

M６.９程度 ６％～１１％

高田平野断層帯
高田平野東縁断層帯
M７.２ ０％～８％

森本・富樫断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

山崎断層帯
主部：南東部
M７.３程度 ０.０３％～５％

中央構造線断層帯
金剛山地東縁―和泉山脈南縁
M８.０程度　ほぼ０％～５％

奈良盆地東縁断層帯
M７.４程度　ほぼ０％～５％

木曽山脈西縁
断層帯
主部：南部
M６.３程度
ほぼ０％～４％

黒松内低地断層帯
M７.３程度以上 ２％～５％以下

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

雲仙断層群
南西部：北部
M７.３程度　ほぼ０％～４％

阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）の時に
活動した
六甲・淡路島断層帯

M７.３　０.０２％～８％

（主部：淡路島西岸区間
「野島断層を含む区間」）

の地震発生直前に
おける確率

布田川・日奈久断層帯
中部（ケース1）
M７.６程度　ほぼ０％～６％

高山・大原断層帯
国府断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

サロベツ断層帯
M７.６程度 ４％以下

別府―万年山断層帯
大分平野－由布院断層帯：西部
M６.７程度 ２％～４％
大分平野－由布院断層帯：東部
M７.２程度 ０.０３％～４％

庄内平野東縁断層帯

M６.９程度 ほぼ０％～６％

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

南部

M７.０程度 ０.０４％～６％
呉羽山断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

糸魚川―静岡構造線断層帯
（牛伏寺断層を含む区間）
M８程度（７½～８½）１４％

上町断層帯
M７.５程度 ２％～３％

山形盆地断層帯
北部
M７.３程度 ０.００３％～８％

周防灘断層群
主部
M７.６程度
２％～４％

石狩低地東縁断層帯
主部
M７.９程度 ０.０５％～６％
もしくはそれ以下

M７.５程度　
３％程度以下

秋田県沖

日本海東縁

M７.８程度　
３％～６％

佐渡島北方沖

M７.８程度　
０.００６％～０.１％

北海道北西沖

日本海東縁部の震源断層を予め特定しにくい地震

南西諸島付近の
震源断層を予め
特定しにくい地震

伊豆諸島以南の
震源断層を予め
特定しにくい地震

凡例：

今後評価が行われる断層帯（群）
または確率が不明）

表記なし（今後３０年以内の発生確率が０.１％未満 
やや高い（今後３０年以内の発生確率が０.１～３％）
高い（今後３０年以内の発生確率が３％以上）

ほぼ０％とは０.００１％未満をいう

確率は2010年1月1日起点

今後３０年以内に地震が起こる確率

地震規模（マグニチュード）

断層帯の名称

程度　ほぼ

境峠・神谷断層帯
主部
M７.６程度 ０.０２％～１３％

砺波平野断層帯東部
固有地震

固有地震以外

富士川河口断層帯
M８程度（８±０.５）０.２％～１１％

安芸灘断層群
主部
M７.０程度 ０.１％～１０％

警固断層帯
南東部
M７.２程度
０.３％～６％

全国地震動予測地図
平成22年（2010年）　

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課（地震調査研究推進本部事務局）
〒１００-８９５９ 東京都千代田区霞が関3-2-2
電話　０３-５２５３-４１１１（代表）　E-mail:jishin@mext.go.jp
※この冊子は、文部科学省の委託により、(株)防災＆情報研究所が作成しました。

全国地震動予測地図をより詳しく知るには！
（独）防災科学技術研究所　地震ハザードステーション  Ｊ̶ＳＨＩＳ 地震調査研究推進本部
　http://www.j-shis.bosai.go.jp/ http://www.jishin.go.jp/検索ワード J̶SHIS 検索 検索検索ワード 地震調査

地震調査研究推進本部のホームページ地震ハザードステーションのホームページ

＊最新の情報はホームページをご参照ください。

主要活断層帯の評価結果主な海溝型地震の評価結果

旧川口町役場付近　 新潟県西部広域消防事務組合消防本部撮影

柏崎市内 柏崎市「NET・陽だまり」撮影

防災＆情報研究所撮影阪神高速神戸線 神戸市内

輪島市撮影輪島市内

旧山古志村柱谷　上越地域消防事務組合消防本部撮影

震度６強以上の
揺れによる被害

平成７年兵庫県南部地震

平成16年新潟県中越地震

平成19年新潟県中越沖地震

平成19年
能登半島
地震

（2010年１月１日現在）

出典 : 気象庁

（2010年１月１日現在）
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３０年以内に地震が
起こる確率

地震規模（マグニチュード）

三陸沖北部
M８.０前後　０.３％～１０％

三陸沖から房総沖の海溝寄り
津波地震
Mt８.２前後※　２０％程度　
（特定海域では６％程度）
正断層型
M８.２前後　４％～７％
（特定海域では１％～２％）

宮城県沖地震
M７.５前後　９９％
三陸沖南部海溝寄りの領域と同時発生の場合
M８.０前後

三陸沖北部

M８.０前後　０.３％～１０％

M７.１～M７.６　９０％程度　

福島県沖
M７.４前後　
７％程度以下

茨城県沖
M６.７～M７.２

９０％程度以上

日向灘のプレート間地震
M７.６前後　１０％程度

根室沖
M７.９程度　４０％
十勝沖と同時発生の場合
M８.３程度

南海地震
M８.４前後

　６０％
東南海地震と同時発生の場合

M８.５前後

東南海地震　

M８.１前後
６０％～７０％
南海地震と同時発生の場合
M８.５前後

相模トラフ沿い
（大正型関東地震）
M７.９程度　ほぼ０％～１％

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震
M６.７～M７.４　４０％程度

M８.１前後　　
択捉島沖

十勝沖
M８.１前後　
０.２％～２％
根室沖と同時発生の場合
M８.３程度

平成15年（2003年）
十勝沖地震
M８.０　

６０％程度※
※発生直前における確率。

この地震は、地震調査
研究推進本部が地震発
生可能性の長期評価に
おいて、想定していた
地震が実際に発生した
最初のケースです。

確率は２０１０年１月１日起点
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日本海東縁

想定東海地震　

（参考値）
M８.０程度８７％

程度

程度　 ６０％ 程度　
（Mw８.５前後）

M７.８前後　
色丹島沖

５０％ 程度　
（Mw８.２前後）

沖縄

三浦半島断層群
主部：武山断層帯
M６.６程度もしくはそれ以上 ６％～１１％
主部：衣笠・北武断層帯
M６.７程度もしくはそれ以上 ほぼ０％～３％

琵琶湖西岸断層帯

M７.１程度 １％～３％

櫛形山脈断層帯
M６.８程度 ０.３％～５％

阿寺断層帯
主部：北部

北部

M６.９程度 ６％～１１％

高田平野断層帯
高田平野東縁断層帯
M７.２ ０％～８％

森本・富樫断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

山崎断層帯
主部：南東部
M７.３程度 ０.０３％～５％

中央構造線断層帯
金剛山地東縁―和泉山脈南縁
M８.０程度　ほぼ０％～５％

奈良盆地東縁断層帯
M７.４程度　ほぼ０％～５％

木曽山脈西縁
断層帯
主部：南部
M６.３程度
ほぼ０％～４％

黒松内低地断層帯
M７.３程度以上 ２％～５％以下

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

雲仙断層群
南西部：北部
M７.３程度　ほぼ０％～４％

阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）の時に
活動した
六甲・淡路島断層帯

M７.３　０.０２％～８％

（主部：淡路島西岸区間
「野島断層を含む区間」）

の地震発生直前に
おける確率

布田川・日奈久断層帯
中部（ケース1）
M７.６程度　ほぼ０％～６％

高山・大原断層帯
国府断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

サロベツ断層帯
M７.６程度 ４％以下

別府―万年山断層帯
大分平野－由布院断層帯：西部
M６.７程度 ２％～４％
大分平野－由布院断層帯：東部
M７.２程度 ０.０３％～４％

庄内平野東縁断層帯

M６.９程度 ほぼ０％～６％

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

南部

M７.０程度 ０.０４％～６％
呉羽山断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

糸魚川―静岡構造線断層帯
（牛伏寺断層を含む区間）
M８程度（７½～８½）１４％

上町断層帯
M７.５程度 ２％～３％

山形盆地断層帯
北部
M７.３程度 ０.００３％～８％

周防灘断層群
主部
M７.６程度
２％～４％

石狩低地東縁断層帯
主部
M７.９程度 ０.０５％～６％
もしくはそれ以下

M７.５程度　
３％程度以下

秋田県沖

日本海東縁

M７.８程度　
３％～６％

佐渡島北方沖

M７.８程度　
０.００６％～０.１％

北海道北西沖

日本海東縁部の震源断層を予め特定しにくい地震

南西諸島付近の
震源断層を予め
特定しにくい地震

伊豆諸島以南の
震源断層を予め
特定しにくい地震

凡例：

今後評価が行われる断層帯（群）
または確率が不明）

表記なし（今後３０年以内の発生確率が０.１％未満 
やや高い（今後３０年以内の発生確率が０.１～３％）
高い（今後３０年以内の発生確率が３％以上）

ほぼ０％とは０.００１％未満をいう

確率は2010年1月1日起点

今後３０年以内に地震が起こる確率

地震規模（マグニチュード）

断層帯の名称

程度　ほぼ

境峠・神谷断層帯
主部
M７.６程度 ０.０２％～１３％

砺波平野断層帯東部
固有地震

固有地震以外

富士川河口断層帯
M８程度（８±０.５）０.２％～１１％

安芸灘断層群
主部
M７.０程度 ０.１％～１０％

警固断層帯
南東部
M７.２程度
０.３％～６％

その他の南関東の
M７程度の地震
M６.７～M７.２程度　７０％程度

全国地震動予測地図
平成22年（2010年）　

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課（地震調査研究推進本部事務局）
〒１００-８９５９ 東京都千代田区霞が関3-2-2
電話　０３-５２５３-４１１１（代表）　E-mail:jishin@mext.go.jp
※この冊子は、文部科学省の委託により、(株)防災＆情報研究所が作成しました。

全国地震動予測地図をより詳しく知るには！
（独）防災科学技術研究所　地震ハザードステーション  Ｊ̶ＳＨＩＳ 地震調査研究推進本部
　http://www.j-shis.bosai.go.jp/ http://www.jishin.go.jp/検索ワード J̶SHIS 検索 検索検索ワード 地震調査

地震調査研究推進本部のホームページ地震ハザードステーションのホームページ

＊最新の情報はホームページをご参照ください。

主要活断層帯の評価結果海溝型地震の評価結果

旧川口町役場付近　 新潟県西部広域消防事務組合消防本部撮影

柏崎市内 柏崎市「NET・陽だまり」撮影

防災＆情報研究所撮影阪神高速神戸線 神戸市内

輪島市撮影輪島市内

旧山古志村柱谷　上越地域消防事務組合消防本部撮影

震度６強以上の
揺れによる被害

平成７年兵庫県南部地震

平成16年新潟県中越地震

平成19年新潟県中越沖地震

平成19年
能登半島
地震

（2010年１月１日現在）

出典 : 気象庁

（2010年１月１日現在）



主要活断層帯の評価結果主な海溝型地震の評価結果
活断層など陸域と海域の浅い地震（再来間隔が数千年オーダーの地震と、震源断層をあらかじめ特定しにくい地震の
うち、陸域と周辺海域の地震：カテゴリーⅢ）の長期評価結果の概要を示します。

今後30年以内の地震の発生確率を比較すると……

宮城県沖地震
99％

想定東海地震
87％：参考値

東南海地震
60％～70％

南海地震
60％程度

海溝型地震のうち、震源断層を特定できる地震（震源断層をあらかじめ特定でき、再来間隔が数百年オーダーの地
震：カテゴリーⅠ）、震源断層を特定しにくい地震（震源断層をあらかじめ特定しにくい地震のうち、プレート間地震
とプレート内地震：カテゴリーⅡ）の長期評価結果の概要を示します。

神縄・国府津－松田断層帯
0.2％～16％

糸魚川－静岡構造線断層帯
14％：牛伏寺断層を含む区間

三浦半島断層群主部
6％～11％：武山断層帯

養老－桑名－四日市断層帯
ほぼ0％～0.7％

鈴鹿東縁断層帯
ほぼ0％～0.07％

立川断層帯
0.5％～2％

花折断層帯中南部
ほぼ0％～0.6％

有馬－高槻断層帯
ほぼ0％～0.03％

※Mt：津波の高さから求める地震の規模

南海ト
ラフ

日本海溝

千島海溝

凡例： 海域の名称

３０年以内に地震が
起こる確率

地震規模（マグニチュード）

三陸沖北部
M８.０前後　０.３％～１０％

三陸沖から房総沖の海溝寄り
津波地震
Mt８.２前後※　２０％程度　
（特定海域では６％程度）
正断層型
M８.２前後　４％～７％
（特定海域では１％～２％）

宮城県沖地震
M７.５前後　９９％
三陸沖南部海溝寄りの領域と同時発生の場合
M８.０前後

三陸沖北部

M８.０前後　０.３％～１０％

M７.１～M７.６　９０％程度　

福島県沖
M７.４前後　
７％程度以下

茨城県沖
M６.７～M７.２

９０％程度以上

日向灘のプレート間地震
M７.６前後　１０％程度

根室沖
M７.９程度　４０％
十勝沖と同時発生の場合
M８.３程度

南海地震
M８.４前後

　６０％
東南海地震と同時発生の場合

M８.５前後

東南海地震　

M８.１前後
６０％～７０％
南海地震と同時発生の場合
M８.５前後

相模トラフ沿い
（大正型関東地震）
M７.９程度　ほぼ０％～１％

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震
M６.７～M７.４　４０％程度

M８.１前後　　
択捉島沖

十勝沖
M８.１前後　
０.２％～２％
根室沖と同時発生の場合
M８.３程度

平成15年（2003年）
十勝沖地震
M８.０　

６０％程度※
※発生直前における確率。

この地震は、地震調査
研究推進本部が地震発
生可能性の長期評価に
おいて、想定していた
地震が実際に発生した
最初のケースです。

確率は２０１０年１月１日起点

南
西
諸
島
海
溝

日本海東縁

想定東海地震　

（参考値）
M８.０程度８７％

程度

程度　 ６０％ 程度　
（Mw８.５前後）

M７.８前後　
色丹島沖

５０％ 程度　
（Mw８.２前後）

沖縄

三浦半島断層群
主部：武山断層帯
M６.６程度もしくはそれ以上 ６％～１１％
主部：衣笠・北武断層帯
M６.７程度もしくはそれ以上 ほぼ０％～３％

琵琶湖西岸断層帯

M７.１程度 １％～３％

櫛形山脈断層帯
M６.８程度 ０.３％～５％

阿寺断層帯
主部：北部

北部

M６.９程度 ６％～１１％

高田平野断層帯
高田平野東縁断層帯
M７.２ ０％～８％

森本・富樫断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

山崎断層帯
主部：南東部
M７.３程度 ０.０３％～５％

中央構造線断層帯
金剛山地東縁―和泉山脈南縁
M８.０程度　ほぼ０％～５％

奈良盆地東縁断層帯
M７.４程度　ほぼ０％～５％

木曽山脈西縁
断層帯
主部：南部
M６.３程度
ほぼ０％～４％

黒松内低地断層帯
M７.３程度以上 ２％～５％以下

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

雲仙断層群
南西部：北部
M７.３程度　ほぼ０％～４％

阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）の時に
活動した
六甲・淡路島断層帯

M７.３　０.０２％～８％

（主部：淡路島西岸区間
「野島断層を含む区間」）

の地震発生直前に
おける確率

布田川・日奈久断層帯
中部（ケース1）
M７.６程度　ほぼ０％～６％

高山・大原断層帯
国府断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

サロベツ断層帯
M７.６程度 ４％以下

別府―万年山断層帯
大分平野－由布院断層帯：西部
M６.７程度 ２％～４％
大分平野－由布院断層帯：東部
M７.２程度 ０.０３％～４％

庄内平野東縁断層帯

M６.９程度 ほぼ０％～６％

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

南部

M７.０程度 ０.０４％～６％
呉羽山断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

糸魚川―静岡構造線断層帯
（牛伏寺断層を含む区間）
M８程度（７½～８½）１４％

上町断層帯
M７.５程度 ２％～３％

山形盆地断層帯
北部
M７.３程度 ０.００３％～８％

周防灘断層群
主部
M７.６程度
２％～４％

石狩低地東縁断層帯
主部
M７.９程度 ０.０５％～６％
もしくはそれ以下

M７.５程度　
３％程度以下

秋田県沖

日本海東縁

M７.８程度　
３％～６％

佐渡島北方沖

M７.８程度　
０.００６％～０.１％

北海道北西沖

日本海東縁部の震源断層を予め特定しにくい地震

南西諸島付近の
震源断層を予め
特定しにくい地震

伊豆諸島以南の
震源断層を予め
特定しにくい地震

凡例：

今後評価が行われる断層帯（群）
または確率が不明）

表記なし（今後３０年以内の発生確率が０.１％未満 
やや高い（今後３０年以内の発生確率が０.１～３％）
高い（今後３０年以内の発生確率が３％以上）

ほぼ０％とは０.００１％未満をいう

確率は2010年1月1日起点

今後３０年以内に地震が起こる確率

地震規模（マグニチュード）

断層帯の名称

程度　ほぼ

境峠・神谷断層帯
主部
M７.６程度 ０.０２％～１３％

砺波平野断層帯東部
固有地震

固有地震以外

富士川河口断層帯
M８程度（８±０.５）０.２％～１１％

安芸灘断層群
主部
M７.０程度 ０.１％～１０％

警固断層帯
南東部
M７.２程度
０.３％～６％

その他の南関東の
M７程度の地震
M６.７～M７.２程度　７０％程度

全国地震動予測地図
平成22年（2010年）　

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課（地震調査研究推進本部事務局）
〒１００-８９５９ 東京都千代田区霞が関3-2-2
電話　０３-５２５３-４１１１（代表）　E-mail:jishin@mext.go.jp
※この冊子は、文部科学省の委託により、(株)防災＆情報研究所が作成しました。

全国地震動予測地図をより詳しく知るには！
（独）防災科学技術研究所　地震ハザードステーション  Ｊ̶ＳＨＩＳ 地震調査研究推進本部
　http://www.j-shis.bosai.go.jp/ http://www.jishin.go.jp/検索ワード J̶SHIS 検索 検索検索ワード 地震調査

地震調査研究推進本部のホームページ地震ハザードステーションのホームページ

＊最新の情報はホームページをご参照ください。

主要活断層帯の評価結果海溝型地震の評価結果

旧川口町役場付近　 新潟県西部広域消防事務組合消防本部撮影

柏崎市内 柏崎市「NET・陽だまり」撮影

防災＆情報研究所撮影阪神高速神戸線 神戸市内

輪島市撮影輪島市内

旧山古志村柱谷　上越地域消防事務組合消防本部撮影

震度６強以上の
揺れによる被害

平成７年兵庫県南部地震

平成16年新潟県中越地震

平成19年新潟県中越沖地震

平成19年
能登半島
地震

（2010年１月１日現在）

出典 : 気象庁

（2010年１月１日現在）



稚内

網走

根室

釧路帯広

室蘭

函館

旭川

Ａ  カテゴリーⅠ Ｂ  カテゴリーⅡ Ｃ  カテゴリーⅢ主な海溝型地震
カテゴリーⅠ以外の
海溝型地震

陸域や沿岸域の活断層
などで発生する地震

Ａ  ＋  Ｂ  ＋  Ｃ すべての地震を考慮した平均ケース

高
い

や
や
高
い

この参考図は、「今後30年以内に数％」という値が日常生活にお
いて無視できない数値であることを理解するための参考情報で
す。確率論的地震動予測地図に示されている地震動の「超過確
率」（ある値を超える揺れに見舞われる確率）は「ハザード」の評
価結果であり、必ずしもここで例示した事象の「発生確率」や
「リスク」と同列に比較できるものではありませんが、数値の重
みを受け止める上での参考としてご覧ください。

（10％）

（1％）26％

6％

3％

0.1％

（0.1％）

（0.01％）

（0.001％）

（0.0001％）

火災で死傷
0.24％

交通事故で死亡
0.20％

大雨で罹災
0.50％

台風で罹災
0.48％

台風で死傷
0.007％

30年
確率

（１年
  確率）

自然災害等※ 事故等※

火災で罹災
1.9％

交通事故で負傷
24％

東京30㎞圏台風通過
ほぼ100％

大雨で死傷
0.002％

航空機事故で死亡
0.002％

※日本の自然災害・事故等の発生確率の例は、「全国を概観
　した地震動予測地図」報告書（2006.9.25）より抜粋。

確率論的
地震動予測
地図の凡例

（南西諸島）

（小笠原諸島）

南西諸島）

その場所が今後30年以内に震度6弱以上の揺れに
見舞われる確率

0.1％ 3％
確率

6％ 26％ 100％0％

　「全国地震動予測地図」は、地震ハザードマッ
プの一種です。これまでの地震調査研究推進本
部の成果を地図にまとめたもので、「□1 確率論的
地震動予測地図」と「□2 震源断層を特定した地
震動予測地図」の二種類があります。
　日本は世界有数の地震国であり、全国どこで
あっても地震に対する備えが必要です。この地
図が国民の地震防災への意識向上や、効果的な
防災対策を進めるための基礎資料として活用さ
れることを期待しています。

□1 確率論的地震動予測地図
基準日：2010年1月1日

全国地震動予測地図
基準日：2010年1月1日

□2 震源断層を特定した地震動予測地図

「震源断層を特定した地震動予測地図」とは、ある特定の地震（ある断層の特定のすべり）が
発生した場合に各地点がどのように揺れるのかを計算してその分布を地図に示したものです。

東北地方：長町－利府線断層帯
　　　　　M7.0～M7.5程度　1％以下＊

中部地方：糸魚川－静岡構造線断層帯（牛伏寺断層を含む区間）
　　　　　M８程度　14％＊

関東地方：三浦半島断層群（主部：武山断層帯）
　　　　　M6.6程度もしくはそれ以上　６％～11％＊

近畿地方：上町断層帯
　　　　　M7.5程度　２％～３％＊

凡例
７６強６弱５強
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起こる確率

地震規模（マグニチュード）

三陸沖北部
M８.０前後　０.３％～１０％

三陸沖から房総沖の海溝寄り
津波地震
Mt８.２前後※　２０％程度　
（特定海域では６％程度）
正断層型
M８.２前後　４％～７％
（特定海域では１％～２％）
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三陸沖北部
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十勝沖と同時発生の場合
M８.３程度

南海地震
M８.４前後

　６０％
東南海地震と同時発生の場合

M８.５前後

東南海地震　

M８.１前後
６０％～７０％
南海地震と同時発生の場合
M８.５前後

相模トラフ沿い
（大正型関東地震）
M７.９程度　ほぼ０％～１％

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震
M６.７～M７.４　４０％程度

M８.１前後　　
択捉島沖

十勝沖
M８.１前後　
０.２％～２％
根室沖と同時発生の場合
M８.３程度

平成15年（2003年）
十勝沖地震
M８.０　

６０％程度※
※発生直前における確率。

この地震は、地震調査
研究推進本部が地震発
生可能性の長期評価に
おいて、想定していた
地震が実際に発生した
最初のケースです。

確率は２０１０年１月１日起点

南
西
諸
島
海
溝

日本海東縁

想定東海地震　

（参考値）
M８.０程度８７％

程度

程度　 ６０％ 程度　
（Mw８.５前後）

M７.８前後　
色丹島沖

５０％ 程度　
（Mw８.２前後）

沖縄

三浦半島断層群
主部：武山断層帯
M６.６程度もしくはそれ以上 ６％～１１％
主部：衣笠・北武断層帯
M６.７程度もしくはそれ以上 ほぼ０％～３％

琵琶湖西岸断層帯

M７.１程度 １％～３％

櫛形山脈断層帯
M６.８程度 ０.３％～５％

阿寺断層帯
主部：北部

北部

M６.９程度 ６％～１１％

高田平野断層帯
高田平野東縁断層帯
M７.２ ０％～８％

森本・富樫断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

山崎断層帯
主部：南東部
M７.３程度 ０.０３％～５％

中央構造線断層帯
金剛山地東縁―和泉山脈南縁
M８.０程度　ほぼ０％～５％

奈良盆地東縁断層帯
M７.４程度　ほぼ０％～５％

木曽山脈西縁
断層帯
主部：南部
M６.３程度
ほぼ０％～４％

黒松内低地断層帯
M７.３程度以上 ２％～５％以下

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

神縄・国府津―松田断層帯
M７.５程度 ０.２％～１６％

雲仙断層群
南西部：北部
M７.３程度　ほぼ０％～４％

阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）の時に
活動した
六甲・淡路島断層帯

M７.３　０.０２％～８％

（主部：淡路島西岸区間
「野島断層を含む区間」）

の地震発生直前に
おける確率

布田川・日奈久断層帯
中部（ケース1）
M７.６程度　ほぼ０％～６％

高山・大原断層帯
国府断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

サロベツ断層帯
M７.６程度 ４％以下

別府―万年山断層帯
大分平野－由布院断層帯：西部
M６.７程度 ２％～４％
大分平野－由布院断層帯：東部
M７.２程度 ０.０３％～４％

庄内平野東縁断層帯

M６.９程度 ほぼ０％～６％

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

南部

M７.０程度 ０.０４％～６％
呉羽山断層帯
M７.２程度　ほぼ０％～５％

糸魚川―静岡構造線断層帯
（牛伏寺断層を含む区間）
M８程度（７½～８½）１４％

上町断層帯
M７.５程度 ２％～３％

山形盆地断層帯
北部
M７.３程度 ０.００３％～８％

周防灘断層群
主部
M７.６程度
２％～４％

石狩低地東縁断層帯
主部
M７.９程度 ０.０５％～６％
もしくはそれ以下

M７.５程度　
３％程度以下

秋田県沖

日本海東縁

M７.８程度　
３％～６％

佐渡島北方沖

M７.８程度　
０.００６％～０.１％

北海道北西沖

日本海東縁部の震源断層を予め特定しにくい地震

南西諸島付近の
震源断層を予め
特定しにくい地震

伊豆諸島以南の
震源断層を予め
特定しにくい地震

凡例：

今後評価が行われる断層帯（群）
または確率が不明）

表記なし（今後３０年以内の発生確率が０.１％未満 
やや高い（今後３０年以内の発生確率が０.１～３％）
高い（今後３０年以内の発生確率が３％以上）

ほぼ０％とは０.００１％未満をいう

確率は2010年1月1日起点

今後３０年以内に地震が起こる確率

地震規模（マグニチュード）

断層帯の名称

程度　ほぼ

境峠・神谷断層帯
主部
M７.６程度 ０.０２％～１３％

砺波平野断層帯東部
固有地震

固有地震以外

富士川河口断層帯
M８程度（８±０.５）０.２％～１１％

安芸灘断層群
主部
M７.０程度 ０.１％～１０％

警固断層帯
南東部
M７.２程度
０.３％～６％

全国地震動予測地図
平成22年（2010年）　

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課（地震調査研究推進本部事務局）
〒１００-８９５９ 東京都千代田区霞が関3-2-2
電話　０３-５２５３-４１１１（代表）　E-mail:jishin@mext.go.jp
※この冊子は、文部科学省の委託により、(株)防災＆情報研究所が作成しました。

全国地震動予測地図をより詳しく知るには！
（独）防災科学技術研究所　地震ハザードステーション  Ｊ̶ＳＨＩＳ 地震調査研究推進本部
　http://www.j-shis.bosai.go.jp/ http://www.jishin.go.jp/検索ワード J̶SHIS 検索 検索検索ワード 地震調査

地震調査研究推進本部のホームページ地震ハザードステーションのホームページ

＊最新の情報はホームページをご参照ください。

主要活断層帯の評価結果主な海溝型地震の評価結果

旧川口町役場付近　 新潟県西部広域消防事務組合消防本部撮影

柏崎市内 柏崎市「NET・陽だまり」撮影

防災＆情報研究所撮影阪神高速神戸線 神戸市内

輪島市撮影輪島市内

旧山古志村柱谷　上越地域消防事務組合消防本部撮影

震度６強以上の
揺れによる被害

平成７年兵庫県南部地震

平成16年新潟県中越地震

平成19年新潟県中越沖地震

平成19年
能登半島
地震

（2010年１月１日現在）

出典 : 気象庁

（2010年１月１日現在）


